別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　　項：保健予防費　　　目：感染症予防費
	事業名:リアルタイム感染症サーベイランスシステム運営事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　健康福祉部　保健医療課　感染症対策担当　電話番号：058-272-1111（内3351）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,000千円（前年度予算額：5,500千円）
	事業内容


	１　事業の内容


　県内のインフルエンザ及び小児感染症の患者発生状況、各学校の感染症による休業の情報について、Ｗｅｂ上でデータ収集し、自動的に集計、公表を行う(社)岐阜県医師会「岐阜県リアルタイム感染症サーベイランスシステム」の運用に対する補助事業　 　
	２　所要経費


　リアルタイム感染症サーベイランスシステム運営事業費　　　1,000千円
　　
	これまでの取組と成果


	１　これまでの取組状況


・平成21年度に発生した新型インフルエンザ（A/H1N1）対策の一環として、岐阜県新型インフルエンザ対策協議会からの答申を受け、平成２１年９月に、(社)岐阜県医師会が「岐阜県リアルタイム感染症サーベイランスシステム」を県、県教育委員会の協働で、構築した。
・同システムは、平成２２、２３年度に、対象の感染症の拡充、携帯Webサイトの開設等が行われ、一層の充実を図った。　　　　
　
	２　これまでの取組に対する評価


・従来のインフルエンザ受診患者数の把握は、国が全国で行う感染症発生動向調査の一環として行われ、国が指定する定点医療機関（県内87医療機関）からの週に１回の報告で、公表まで約２週間を要し、感染拡大が早い新型インフルエンザの状況把握には限界があった。
・岐阜県リアルタイム感染症サーベイランスシステムは、県内約300医療機関のインフルエンザ受診患者数、県内すべての学校の休業状況を毎日Ｗｅｂ上で入力、毎日データが自動更新され、地図、グラフ等を用い、地域別の発生状況の詳細が県民に分かりやすく公表することが可能となった。
・平成２１年度の新型インフルエンザ（A/H1N1）の流行のピーク時には、各地域において、医療機関や保健所等の関係者が流行状況を共有しながら、その状況に応じた医療体制を構築することができた。

・平成２２年度には、新型インフルエンザの発生状況の他に、Ｂ型のインフルエンザの

流行も早期に探知することができ、医療機関における治療の一助となった。

・小児感染症、学校閉鎖情報等を含め、県民が感染症の最新の流行状況把握し、感染防止対策を行うために有用な情報発信を行っている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	5,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,500

	要求額
	　1,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,000

	決定額
	　1,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,000


